
新型コロナウイルス感染症の状況及び
本市の取組みについて

第７回新型コロナウイルス感染症対策本部会議
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（カッコ内は前日からの変化）

＊１ うち日本国籍の者445人
＊２ 今までに重症から軽～中等症へ改善したものは5名
＊３ これに加え、3月4日に空港検疫で1例患者が確認されており、合計すると514例となる。
＊４ 上記表記載中の国内事例のPCR検査実施人数は、疑似症報告制度の枠組みの中で報告が上がった数を計上して

おり、各自治体で行ったすべての検査結果を反映しているものではない（退院時確認検査等は含まれていない）

１ 患者発生状況 （R2.3.10.12時時点）
国内の感染者は５１４例 内訳は、患者４５８例、無症状病原体保有者５６名。国内の死亡者９名。



1. 日本の基本戦略
• クラスター（集団）の早期発見・早期対応

• 患者の早期診断・重症者への集中治療の充実と医療提供体制の確保

• 市民の行動変容

日本では、医療機関の高い医療水準、地方公共団体や保健所の高度な調査力、
市民の強い協力意識があり、感染拡大のスピードを抑えられる可能性もある。

2. 国内の感染状況
• 感染者数は増加傾向。一人の感染者が複数人に感染させた事例相次いでいる。

• しかし、80％は他の人に感染させていない。実効再生産数は1程度。

• クラスターの発生を比較的早期発見できている事例あり。一定程度持ちこたえて
いる。
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２ 専門家会議の見解要約



3. 重症化する患者

•中国2月20日時点報告： 軽症：約80％、 重症：13.8％、 重篤：6.1％

•広東省2月20日時点報告： 重症者125名中軽快退院26.4％、回復途上
46.4％

•国内3月6日までに、有症状者336例中55例（15％）軽快退院。

•風邪症状段階で重症化の区別は難しい。重症化傾向の患者を検出し、
適切な治療ができている。さらに医療提供体制の強化が必要。
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２ 専門家会議の見解要約
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附１ クラスター（集団）発生リスクの高い場面

近距離での会話
や発声がある

手の届く距離に多
くの人がいる

密閉空間であり換
気が悪い

３つの条件がそろう場
所がクラスター（集団）
発生のリスクが高い

共用の物品を
使用している

＜クラスター報告＞

屋形船、スポーツジム
、ライブハウス、展示
商談会、懇親会等

＊不特定多数の参加イベント
・感染拡大リスク高い
・クラスター発生時の調査が
困難
⇒主催者が参加者の把握を



クラスター（集団）の発生リスクを下げる3つの原則
1. 換気の励行：

可能なら２方向の窓を同時に開ける。

2. 人の密度を下げる：
会場の広さを確保、お互いの距離を1-2メートル程度空けるなど、
密度を減らす

3. 近距離での会話や発声、高唱を避ける
やむを得ず会話必要な場合には、マスクを装着する。

加えて、こまめな手指衛生と咳エチケットの徹底、共用品を使わない
か使う場合の十分な消毒を強く推奨
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＜補足＞：
ウイルス：生体外では増殖できない
環境の消毒：手が触れるところを中心に
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附２ WHO提唱：地域ごとの対策3つのシナリオ
1. 感染者が他地域からの感染者に限定されている地域

2. クラスター（集団）を形成している地域

3. 地域内に広範に感染者が発生している地域

（補足）
地域：都道府県、さらには医療圏域（青壮年の生活行動）単位を考慮。
• 現時点の福島県は１。新型インフル行動計画では県内発生早期に相当。

感染源把握（リンク）ができている段階 ex:クルーズ船、ライブハウス

• ２は１からクラスター（集団）が発生し拡大した段階。または、感染源不明
の感染者が発生（市中発生）し、クラスターへ発展

• ３は多発し、感染源が把握できない段階。行動計画の県内感染期相当。
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３ 医療提供体制の整備

（１） 医療体制の整備

① 帰国者・接触者外来の増設 １か所 → ３か所（現時点）

② 入院病床の確保

【現在】 第一種感染症指定医療機関２床、第二種感染症指定医療機関６床

【患者数が増えた場合】 協力医療機関に拡大し、１５～２０床程度の確保可能

③ マスクの配布（輪番制二次救急医療病院に対して）

（２） 検査体制の整備

【現在】 県衛生研究所 １日あたり２４人分

【今後】 保健所における検査体制の整備 １日８人分（１６検体） ※３月下旬予定
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４ 感染症予防・対策
基本の感染症対策 消毒薬について

●周知方法

・市ホームページ

・庁内用ネットワーク
→公共施設所管課へ周知依頼
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●変更点

５ ホームページにおける周知

（関連情報を対象別に区分け）



（１）市民等からの相談対応状況

（件）
【主な相談内容】
・健康状態に
ついて
・受診について
・予防法
・検査について
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６ 相談状況

計 ６６１件 （１月２３日～）



（２）医療機関からの相談対応状況

（件）

【主な相談内容】
・検査について
・患者からの相談
対応について
・院内感染対策
について
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６ 相談状況

計 ６３件 （１月１８日～）

~ ~
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７国等からの通知を受け、市が市民（関係団体含む）へ発出している（した）もの

≪感染拡大防止と医療提供関係≫

・学校の臨時休業に関連しての医療機関、社会福祉施設等の対応について

・地域で新型コロナウイルス感染症の患者が増加した場合の各対策の移行について 等

主なもの

≪行政手続き関係≫
・イベント・研修等の中止に伴う地方消費者行政強化交付金等を活用した事業の取扱い

・住民基本台帳事務等を取り扱う市区町村窓口における新型コロナウイルス感染症

への対応について

・帰国者・接触者外来の受診時における被保険者資格証明書の取扱いについて

・在留に関する特例措置について 等



≪学校・保育関係等≫

・各種スポーツイベント開催に関する考え方について

・小学校の休校措置中の放課後児童クラブの開設について

・学校の臨時休業による保育所等への登園について

・臨時休業対応について（休業期間等）

・臨時休業中の児童生徒の学習指導・生徒指導について

・臨時休業中の児童の居場所の確保について 等

７ 国等からの通知を受け、市が市民（関係団体含む）へ発出している（した）もの

主なもの
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